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ワンデーレスポンス～期待される効果～ 

A．「ワンデーレスポンス」の実施によって期待される効果 

1 手待ちの減少による効率的な現場施工の実現 

現場施工の中で発生する受注者からの質問や協議等に対し、発注者が速やかに回答

することにより現場での手待ちが減少し、効率的な現場施工が可能となる。 

また、即日回答が困難な案件についても、いつまでに回答が必要なのかを受注者に

確認し、回答期限日を予告することにより、現場では次の段取りが可能となる。 

 

2 現場トラブル拡大の防止 

受注者が綿密な施工計画に基づいて工程管理をおこなうことは、工事の先々を予測

し見通しながら先手の対応を可能とし、不測の事態が発生した際の対応が適切におこ

なわれることが期待できる。 

また、受注者からの質問や指示依頼が速やかに、かつ適切におこなわれることによ

り回答を早く返すことができる。このことは、トラブル発生の際のレスポンスタイム

を短縮するばかりでなく、トラブルの拡大を防ぐことにもつながる。 

 

3 行政サービスの向上 

工事目的物が早期に完成することは、その効果を早く市民に提供できると同時に、

工事現場周辺の住民への影響を少なくできるため、行政サービスの向上という発注者

責任を果たすことになる。 

 

4 コスト縮減 

受注者においては、効率的な現場施工により実工期の短縮が実現されることにより、

現場管理費、人件費、機械損料といった時間で決まる経費を主体としたコスト縮減が

図られる。 

 

5コミュニケーションの向上による経験・技術力・判断力などの伝承 

受注者からの質問や協議に対し、判断材料が揃っていれば現場の担当者はすぐに上

司に相談できるため、発注者内部での意思決定も速やかにおこなわれる。また、発注

者側の意思決定を効率的におこなうことは、それに要するマンパワーが少なくて済む

ほか、内部のコミュニケーションが活発化することになる。 

基本は、すばやい「報告・連絡・相談」であるため、相談された上司もすばやいレ

スポンスが要求される。部下はその様を目のあたりにすることにより自発的なＯＪＴ

（職場内訓練）が実践され、コミュニケーションの向上や技術の伝承につながる。 



6 報告・連絡・相談による情報共有の実現 

受注者と発注者、あるいは監督職員間で頻繁に報告・連絡・相談等がおこなわれる

ことから、現場の問題点や進捗状況等の情報が共有され、様々な視点からの把握が可

能となる。 

受注者から工事全体の綿密な施工計画が示され、事前に問題点等の抽出がおこなわ

れることにより、現場マネジメントの詳細を受注者と共有することができ、先を見越

した打ち合わせが可能となる。 

また、工事の進捗管理と発注者の役割分担（いつ何をしなければならないか）を具

体的に把握することができる。 

 

7 スピード感を要求されることによる緊張感や意識改革 

効率的な現場施工により各作業の工期がタイトになれば、下請を含む関係者は一日

一日の仕事に対し、緊張感を持って段取りよくコミュニケーションを図りながらおこ

なう必要があるため、効率的な作業が期待できる。 

ワンデーレスポンスを実践するためには、発注者の「技術力」も必要となるため、

学習や知識の蓄積が不可欠となり、すばやい対応を要求されることから緊張感が生じ、

業務に対する意識の改革につながる。 

 

B．「ワンデーレスポンス」を有意義なものとするために 

ワンデーレスポンスの効果を高めるためには、受注者が各作業の関連や進捗等が正確

に把握できる綿密な計画工程を立案し工程管理を実施するとともに、発注者が受注者か

らの質問や指示依頼に対し、すばやいレスポンスを行うことが必要である。 

どちらか一方がすばやいレスポンスを実施しても十分な効果が得られないため、しっ

かりとした工程計画を立案することからのスタートとなる。 


